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12月（師走）「クリスマス」

早いもので、今年も師走となりました。文字通りせ
わしくなる月ですね。クリスマスは、すっかり日本でも

親しまれていますが、日本で
初めてクリスマスを詠んだ歌
人は「正岡子規」だと言われて
います。「八人の子どもむつま
しクリスマス」（1896年）で冬
の季語になりました。今回は、
クリスマスの代表的な古典
を紹介します。

　最初は、英国の作家ディケンズの『クリスマス・キ
ャロル』（1843年）です。守銭奴と蔑まれ孤独なス
クルージの前に突然7年前に亡くなった相棒が現れ
これから3人の幽霊が一人ずつ現れることを予告し
ます。幽霊は、それぞれ過去、現実、未来の世界を見
せて悲惨な最後を提示し、彼を改心させます。言葉
とか顔つきといったささいなことで与えられる幸せ
は、一財産を積んだって買えないくらい大きいとス
クルージは言っています。　
 次は、『飛ぶ教室』（1933年）です。ドイツの中等学
校ギムナジウムの寄宿生たちのお話。「飛ぶ教室」と
は、学校のクリスマス祭に上演する5年生（中３程度）

の生徒自作自演のお芝居のこ
と。しかし、実業学校生との学
校外でのいざこざもあってク
リスマス前の寄宿舎は、実に慌
ただしい。周りの大人たちは愉
快でとても優しく見守ります。
いじめには、「どんな迷惑行為
も、それをやった者にだけ責任

があるのではなく、それを止めなかった者にも責任
がある」としてクラス全員に罰としてこの言葉を5回

書かせたりします。思いがけないクリスマスプレゼン
トも最後に出てくるので、お楽しみに。
  今度は、 8歳の女の子の質問に答えたアメリカの新
聞ニューヨーク・サンの社説
『サンタクロースっているんで
しょうか？』（1897年）です。アメ
リカのジャーナリズムにおいて、
最も有名な社説と言われている
そうです。目に見えるものしか
信じないのは、心がせまいため。
サンタクロースがいなければ、
「子どもじだいに世界にみちあ
ふれている光も、きえてしまうでしょう。」どのように納
得させたかは、全文を読んで味わってみてください。
  最後は、チャイコフスキー作曲のバレエでも有名な
『くるみ割り人形』。ドイツ作家ホフマンの『くるみ割り
人形とねずみの王さま』が原作です（1816年）。ホフ
マンは、友人の病弱な幼い娘マリーのために作った
そうです。お話の主人公もマリー。クリスマスイブに
クリスマスツリーの下にあったちょっとへんてこなく

るみ割り人形が気になり
ます。夜も更けるとなんと
くるみ割り人形の軍隊と
ねずみたちの戦いが始ま
ります。クリスマスの森が
現れ、透き通るマジパン
城、夢の世界と現実が重
なる不思議な世界。今回

は、オーストリア出身ツヴェルガ－の挿絵が秀逸な絵
本版を紹介します。抑えた色調に幻想的な世界が広
がります。
   どうぞ良いお年をお迎えください。
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両国国技館の一角にある相撲博物館には、相撲の歴

史と文化を物語る貴重な資料が数多く展示されてい

ます。展示室は決して広くはありませんが、常設展では

なく、年3回（1 月 ・ 5 月 ・ 9 月）の東京場所に合わせて

テーマを変え、展示内容をすべて入れ替えています。

そのため、来館するたびに新しい相撲の一面と出会う

ことができる、内容の濃い構成が特徴です。

　館内では、錦絵や化粧まわし、番付、行司装束など、

相撲を象徴する資料を通して、日本文化としての相撲

の美と精神を感じることができます。映像展示では、土

俵入りや取組の迫力を間近で体感できるほか、大相撲

開催日以外は無料で見学できる点も人気を集める理

由のひとつです。　　

　近年は海外からの来館者も増え、相撲を通して日本

の礼節や美意識に触れる貴重な機会となっています。

　2025年は、日本相撲協会が設立100周年を迎える

節目の年です。10月7日には「百周年場所～古式大相

撲と現代大相撲～」が両国国技館で開催され、平安時

代の宮中行事「相撲節会」の様式を再現した古式大相

撲が30年ぶりに披露されました。

振鉾や童相撲、横綱による「三段構え」などが行わ

れ、現代の大相撲との対比を通して、相撲の精神と歴

史の深さを感じさせる内容となりました。

　10月15日から19日まで、英国ロンドンのロイヤ

ル • アルバート • ホールにて「大相撲ロンドン公演」

が開催されました。実に1991年以来、34年ぶりの開

催です。幕内力士による取組のほか、神聖な儀式や

相撲の歴史的 ・ 文化的価値が紹介され、日本の豊

かな伝統と精神性を海外に伝える貴重な機会とな

りました。

ロンドンの街を歩く力士たちの姿は、多くの人びと

の目を引き、「ここは何時代だ」と驚かれたそうです。

着物姿で歩く力士や結い上げた髷は、まさに日本の

文化そのもの。現代でも、相撲が日本の伝統美を体

現する存在であることを改めて印象づけました。

　大相撲は江戸時代に現在のかたちが整いましたが、

明治維新の際、政府によって「断髪令」が発令され、当時

の男性が結っていた「丁髷」は姿を消していきました。

しかし、相撲の力士だけは例外でした。伝統を重んじる

象徴として、髷姿のまま相撲を取りました。こうして力

士の髷は、格式と誇りの象徴となりました。

　髷を結うという行為には、心を整え、精神を引き締め

るという意味もあります。勝負の前に髷を結い直すこ

とで、力士たちは心を静め、神前に立つ覚悟を新たにし

ます。もし力士が髷を切る道を選んでいたら、「お相撲

さん」という存在は、今のような象徴性を持たなかった

かもしれません。伝統を守り続けてきた先人たちに感

謝するとともに、これからも大切に受け継いでいきた

い日本の文化です。

　相撲は、少し敷居が高く感じられるかもしれません。

しかし、力士の動きや所作の一つひとつに込められた

意味を知ることで、相撲の奥深さと面白さに気づくこ

とができます。そこには、誰もが共感できる日本の美意

識と精神性が息づいています。これからの100年も、こ

うした相撲の伝統文化を大切に守りながら、未来へと

受け継いでいきたいと思います。




